
事業報告概要書（公表版）
１　基本情報

施設名又はグループ名 指定管理者名及び団体概要

（指定管理者名）　西武・武蔵野パートナーズ

（団体の概要） 代表者： 西武造園株式会社

指定期間 構成員：

一般社団法人防災教育普及協会

２　施設名 ３　収支（単位：千円）

収入　計
指定管理料
利用料金

支出　計

収支差

４　管理運営の概要

５　管理状況（維持管理）

実施方法：

武蔵野公園
浅間山公園
野川公園
狭山・境緑道
玉川上水緑道
武蔵国分寺公園

東伏見公園

六仙公園
７　入園者数の状況（単位：人）

施設名 当該年度 分析
武蔵野公園
浅間山公園
野川公園
狭山・境緑道
玉川上水緑道
武蔵国分寺公園
東伏見公園

六仙公園

合　計
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公園別支出額
522,356 ・武蔵野公園：　　 95,418,651円  　・武蔵国分寺公園：　　77,486,829円

・浅間山公園： 　　  9,164,911円  　・東伏見公園：　　　　　 9,584,686円
・野川公園：　　　 216,825,748円　  ・六仙公園：　　　　　　13,748,291円
・狭山・境緑道：    53,571,611円
・玉川上水緑道：　46,555,273円

内
訳

522,356
0

522,356

0

６　利用者アンケート結果

前期の基本理念「人・自然・まちが元気になる公園づくり」を継承し、産官学民との協働により推進してきた「むさしのパークイニシアチブ」をさらに進め、
新たな視点として「CHANCE IN THE PARK」を掲げることにより、公園利用の可能性をさらに広げることができた。重点的に取り組む3つのチャンスは、①「より
多くの人々と新たな連携を進めるチャンス」、②「公園を使ったライフスタイルやコミュニティを広げるチャンス」、③「次世代へつなぐ誇りと愛着を育む
チャンス」で、チャンス①を実現するために、「はけの自然とくらしのオンラインフォーラム」を初開催し、東京都や周辺5市、企業、大学等を含む産官学民20
団体が参加し、国分寺崖線の保全と活用を協働で進める新たな連携がスタートした。チャンス②を実現するために、「日常」「スポーツ」をテーマに「むさし
のパークライフマガジン」を2種発行。また、スポーツコーディネーターが企画するスポーツレクリエーションイベントを各公園で開催。コロナ禍で公園利用が
注目される中、様々な視点から公園を核とした新たな日常を積極的に推し進めることができた。また、チャンス③を実現するために、パークレンジャーが学校
連携を強化し、年間1,036人の生徒にネイチャープログラムを提供。野川公園に隣接するアメリカンスクールに対し、英語での解説を行った他、ナラ枯れの解説
動画を英語にて作成・提供した。また、ICUサービスラーニングセンターやアメリカンスクールなど、近隣学校との懇談会を実施。今後の連携に向けて、意見交
換を行った。玉川上水緑道では、「玉川上水保全活用ガイドライン」の作成に着手し、東京都や市民団体と協議を行いながら、杉並区間部分を作成。緑道管理
の方向性を統一することができた。

1.生物多様性の保全に配慮した維持管理の実施
武蔵野の生態系が色濃く残り、重点保全すべき生物多様性スポットを新規に3箇所追加（合計6公園15箇所）。モニタリングでは、ハラビロトンボなど
新たな希少種を3種確認。希少種データベースは全部で172種となった。武蔵野公園、浅間山公園、野川公園では、東京農工大学等と連携し、ナラ枯れ
病の全木調査を実施。公園全域での発生状況を把握した。また、「はけの自然とくらしフォーラム」に参加した団体や「浅間山を考える会」の構成団
体をはじめ、自治体、企業、大学、市民団体など、武蔵野地域の合計25団体と情報共有。武蔵野地域全体の発生状況を一元管理し、拡大防止につなげ
た。浅間山公園では、「保全管理ガイドライン」に基づいた取組を継続。浅間山を考える会と協働でモニタリングを行い、キンランなど絶滅危惧種の
株数と生育面積の大幅な拡大が分かった。武蔵国分寺公園では、武蔵の池再生プロジェクト第3弾として、池の大規模清掃と多自然型護岸の造成を実
施。水質と水生生物の生息環境を大幅に改善し、生物多様性スポット化を実現した。
2.安全で快適な利用を支える維持管理
公園情報を一元管理する為に独自に開発を進めてきた「パークモニタリングアプリ」の本格運用を開始。巡回時に発見した不具合や、意見情報などの
写真や位置情報を現場からスマートフォンでアップロードし、管理所の責任者がパソコンからリアルタイムに確認出来るようになり、対応の迅速化に
繋がった。情報を蓄積することで公園施設のデータベースを構築し、日々発生する情報を一元管理することで漏れのない迅速な対応と、修繕履歴の解
析による予防保全的な対応が可能となった。その結果、利用者の安全性やアメニティを大きく向上させることができた。玉川上水緑道、狭山・境緑道
では、近年の大規模気象災害を鑑み、倒木や折れ枝の被害低減を図る為に、緑道全線の樹木点検を実施し、随所で大径木の嵩下げを行い、利用者や近
隣住民の方々が安心、安全に過ごせる緑道環境を提供した。

ミズノスポーツサービス株式会社、NPO法人NPO birth、

H28.4.1　～　R5.3.31 　（7年間）

9,446,639

武蔵野の公園グループ

武蔵野公園、浅間山公園、野川公園、狭山・境
緑道、玉川上水緑道、武蔵国分寺公園、東伏見
公園、六仙公園

項目 金額

施設名
総合

満足度
植栽
管理

施設の
清潔さ

安全
・安心

職員の
応対

4.8 4.6 4.4

1,071,079
1,400,314

363,538

788,806
177,700

2,667,565
1,680,866
1,296,771

コロナ禍において日常の利用者数は増加傾向にあるが、大型イベントの中止に伴い年間の利用者数は減少した。
コロナ禍でレジャー施設が閉鎖される中、身近なオープンスペースである公園の家族利用が増加した。

近隣住民の健康維持の為の運動利用が増加した。健康遊具の利用頻度も高く、賑わいをみせていた。

コロナ禍でも安心して利用できる公園として、感染症予防対策を徹底したことが利用者増に反映された。
コロナ禍でレジャー施設が閉鎖される中、公園の豊かな自然環境やオープンスペースが見直され、利用者が増加した。
コロナ禍で水遊び場を中止している施設が多い中、湧き水広場や野川での川遊びを目的とした利用者が多く来園した。
コロナ禍でランニング利用が増加したが、利用頻度（回転数）が30.5から9.8に改訂され、大幅な減少となった。
散歩など健康維持の為の運動利用の増加、利用頻度（回転数）が10.8から14.6に改訂したことが利用者増となった。

公表様式


































